
お知らせ、サークルなどの紹介、イラスト・写真、俳句・短歌・川柳などを
募集します。
※�営利・政治・宗教に関するものなど、掲載できないものもあります
申し込み　掲載月の１日までに住所・氏名・電話番号・投稿する記事・写真を、
広報情報課（窓口・郵送・Ｅメール koho2@town.okagaki.lg.jp）へ※応募
多数のときは抽選

町 民

広 場
ふれあい

尺
八
・
篠
笛
で
奏
で
る
世
界
の
音
楽

竹
笛
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
15
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

い
こ
い
の
里

内　
容　

○
竹
笛
を
中
心
と
し
た
演
奏

○
尺
八
や
篠
笛
の
展
示

○�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
尺
八
や
篠
笛
な

ど
の
演
奏
体
験
）

費　
用　
無
料

問
い
合
わ
せ　
竹
笛
塾
事
務
局

☎
０
９
０-

４
７
７
０-

３
０
０
５
へ

ときところ

日本の伝統文化を気軽に
楽しんでもらおうと、毎
月第３日曜日にいこいの
里で尺八づくりや演奏の
練習などを行っています。
興味のある人はお問い
合わせください。

竹笛塾とは

バドミントンクラブMondays月曜クラブ
―会員募集中―

　私たち月曜クラブ（愛称M
マ ン デ ー ズ
ondays)は「元気に、明

るく、楽しく」をモットーに練習に励んでいます。初心
者の人大歓迎！一緒にバドミントンで汗を流しませんか。
と　き　毎週月曜日※祝日を除く
ところ　岡垣サンリーアイ
会　費　月1,000 円※都度参加は１回 500 円
問い合わせ　代表（佐藤）☎ 090-4516-8653 へ

誰でも参加できます
野外でランチとデザートをつくろう
野の花が咲き、鳥がさえずる中で、親子でランチやデザー
トをつくって春を楽しみましょう
と　き　５月15日㈰午前10 時～午後１時
ところ　遠賀総合運動公園キャンプ場（遠賀町）
定　員　30人
費　用　１人 300円※材料費、保険代など
申し込み　ボーイスカウト遠賀第２団（奥村）
☎293-3937へ

内浦っ子が
町の魅力を調べて発信
　内浦小学校の子どもたちが、一年を通して味わ
える新鮮な魚やくだもの、地域の人の温かさなど
町の魅力を調べ、まとめたポスターを駅に寄贈し

てくれました。ありがとうご
ざいます。展示期間中、駅
の利用者は次 と々足を止め、
楽しく読んでいました。
ＪＲ海老津駅駅長からの投稿

14広報おかがき　2016.4.25



４月生まれ

安や
す
た
け武 

大ひ
ろ
と翔

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
4
月
５
日
生
ま
れ（
三
吉
団
地
）

い
つ
ま
で
も
笑
顔
の
た
え
な
い
大
翔

く
ん
で
い
て
ね

末す
え
よ
し吉 

心こ
は
る春

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
４
月
９
日
生
ま
れ（
東
高
陽
）

元
気
で
明
る
い
女
の
子
に
な
っ
て
下

さ
い
♡
マ
マ
よ
り
♡

三み
く
ま隈 

紫し
お
り央里

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
26
年
４
月
23
日
生
ま
れ（
吉
木
）

す
く
す
く
の
び
の
び
と
成
長
し
て

ね
、
お
て
ん
ば
姫
♡

お子さんの写真・お子さんへのメッセージをお寄せください
●対　象　町内に住み、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿する写真・住所・親子の氏名（ふりがな）・
子の生年月日・電話番号・子どもへのコメント（22文字以内）・広報おかがき
への意見を広報情報課に持参か郵送（〒811-4233岡垣町野間1丁目１番１号）
またはメール（koho2@town.okagaki.lg.jp）

浦う
ら 

槇し
ん
の
す
け

之
介
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
４
月
13
日
生
ま
れ（
東
山
田
）

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
る
よ
♡

大お
お
や
ま山 

奈な
な
み菜美

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
４
月
17
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♪

馬も
う
た
い渡 

大だ
い
す
け輔

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
４
月
12
日
生
ま
れ（
戸
切
白
谷
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
大
輔
く
ん
。

１
歳
お
め
で
と
う
！

　

囲
碁
や
将
棋
を
楽
し
む
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
練
習
の
ほ
か
、
年
間
５
回
の

大
会
も
催
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
60
歳
以
上
の
人

会　
費　
６
カ
月
千
200
円

【
練
習
日
】

と　
き　
毎
週
火
～
日
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
５
時

と
こ
ろ　
乳
垂
荘

問
い
合
わ
せ

○
囲
碁
＝（
平
田
）

　
☎
２
８
２-

０
７
３
６
へ

○
将
棋
＝（
金
子
）

　
☎
２
８
３-

３
８
８
２
へ

岡
垣
棋
友
会

会
員
を
募
集
し
ま
す
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住人十色住人十色 町の輝いている人や元気な人を紹介します

故郷を愛する気持ちを伝えていきたい
Ｑ　先生になって初めての勤務先が母校になった感想は？
Ａ�　正直なところ、驚きました。教室や運動場の雰囲気から懐かしさ
を感じています。自分が以前からなりたかった教師という職に就いて
母校に帰ってくることができて、とてもうれしく思っています。

Ｑ　どんな先生になりたいですか？
Ａ�　子どもたちの目線に立って一緒に成長できる教師になりたいと

思っています。また、私が５年生のころに建て替わった校舎が、昔
と変わらずきれいな姿を保っています。これも、卒業生や先生の皆

さん、地域の皆さんが、母校や故郷を大切に
する気持ちを後輩たちに引き継いでくれていた
おかげだとうれしく感じています。
　今後は先生として、子どもたちに母校や故郷
を愛する気持ちを伝えていきたいと思います。

今年の４月から、母校の山田小学校で教師生活をスター
トさせた長岡史明先生にインタビューしました。第 13回

長岡史明さん　鍋田区在住。山田小学校、岡垣東
中学校を卒業後、教師になることを目指して福岡教
育大学に進学。篠栗町にある県立社会教育総合セン
ターで３年間自然教育の指導員を務めた後、今年の
４月から小学校教諭として山田小学校に勤務。

長
ながおか

岡史
ふみあき

明 さん

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
の
会
昼
の
部
】

梅
眞ま

し
ろ白

一い
っ
し枝

に
雨
の
名
残
り
あ
り

�

沼
田
捷
子

白は
く
も
く
れ
ん

木
蓮
辻
井
戸
今
に
宿
場
町

�

俵
口
益
栄

こ
ぶ
し
咲
く
今
も
変
は
ら
ぬ
坂
の
道

�

宮
本
比
佐
子

朝
の
市
降
り
つ
つ
消
ゆ
る
春
の
雪

�

永
島
輝
子

【
青
嶺
岡
垣
俳
句
会
】

玄
海
の
七
浦
茫ぼ

う

と
花
あ
ん
ず

�

岸
原
邦
代

園
児
ら
の
声
の
は
じ
け
る
春
の
昼

�

近
藤
笑
香

歳
月
の
絵
巻
繰
る
ご
と
桜
さ
く

�

舩
津
丸
て
る
代

鳥
交さ

か

る
古
墳
の
森
の
静
け
さ
に

�

天
本
睦
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部
】

青
空
を
の
せ
て
流
る
る
花
菜
川

�

力
丸
ツ
ヤ
子

産う
ぶ
す
な土
の
禊み

そ
ぎ

の
川
や
水み

く
さ草
生お

ふ

�

木
村
守

採
石
の
音
の
終ひ

ね
も
す日

山
霞か

す
み

�

川
原
和
子

き
さ
ら
ぎ
の
光
満
ち
満
つ
鉄
の
街

�

深
田
英
子

【
一
般
の
作
品
】

い
き
い
き
と
ラ
ジ
オ
体
操
高
齢
者

�

馬
場
と
き
子

梅
の
香
や
時と

き間
を
忘
れ
て
二
人
づ
れ

�

井
上
ア
ヤ
ノ

植
え
替
え
し
水す

い
せ
ん仙

の
香
り
塀
の
影

�

井
元
正
己

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
」「
風
呂
は
い
ろ
う
」に
目
が
霞か

す

む

�

古
殿
道
子

春
弥
生
去
り
ゆ
く
球
児
さ
わ
や
か
に

�

舞
い
散
る
桜
吾わ

が
身
の
肩
に

�

籏
生
照
未

「
ハ
イ
カ
ラ
」な
歌
を
う
た
い
て
く
れ
し
亡は

は母

�

遠
賀
な
ま
り
の
な
つ
か
し
き
か
な

�

川
原
つ
る
子

ギ
ネ
ス
に
て
認
定
さ
れ
た
よ
ジ
ャ
ン
プ
歴

�

更
な
る
未
踏
の
ワ
ー
ル
ド
五
百
戦

�

大
重
正
信

【
岡
垣
川
柳
会
】

大
鳥
居
海
老
津
の
駅
へ
向
い
た
り
き

�

宇
都
宮
福
夫

頼
み
事ご

と

鳥
居
く
ぐ
れ
ば
手
を
合
わ
せ

�
梶
原
ヒ
サ
コ

大
鳥
居
出
征
祈
念
と
刻
ま
れ
て

�

俵
澄
子

兄
喪
中
鳥
居
の
中
へ
入
れ
な
い

�

岡
村
糸
子

【
木
綿
間
俳
句
会
】

清
水
の
境
内
舞
へ
り
揚
ひ
ば
り

�

曽
宮
六
四

噴
煙
の
山
を
窺う

か
が

ひ
青
き
踏
む

�

神
谷
か
よ

春
日
差
し
勢

い
き
お
い

見
せ
て
庭
の
草

�

中
村
鶴
子

接
待
の
テ
ン
ト
し
つ
ら
え
開
帳
寺

�

久
留
美
智
子

【
青
葉
短
歌
会
】

春
よ
来
い
と
さ
庭
に
佇た

て
ば
足
許も

と

に

�

俯う
つ
むき

加
減
の
水
仙
の
花

�

橋
本
和
子

白
梅
の
花
の
か
お
り
に
癒い

や

さ
れ
る

�

夫つ
ま

を
見
舞
い
の
バ
ス
待
つ
間

�

阿
部
マ
サ
子

輪
切
り
し
て
み
か
ん
を
小
枝
に
刺
し
や
れ
ば

�

子こ
ど
も供
の
頃こ

ろ

の
思
い
出
浮
か
ぶ

�

南
里
和
昭

早
弥
生
陽
ざ
し
や
さ
し
も
桜
木
に

�

あ
ま
ね
く
照
り
て
蕾つ

ぼ
み

あ
た
た
む

�

稲
田
利
子
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